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4.　軍備管理・軍縮

　

(1)　米ソ戦略核兵器削減交渉(START)及び防御・宇宙交渉

(D&S)

　米ソ両国は85年のジュネーヴ首脳会談以来、戦略核兵器の50%削減につき基本的に

合意しているが、それに基づく戦略核兵器削減交渉においては依然として種々の相

違点が残されており(別表参照)、INF全廃条約成立後の集中的な交渉努力にもかかわ

らず、88年11月、いったん休会となった。

　

　

[別表]　　　　　　　　STARTの合意点・未合意点

1.主な合意点
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(1)戦略核運搬手段:1,600基まで

　 弾頭総数　　　:6,000発まで(SLCM〔海上(中)発射巡航ミサイル〕は

除外)

(2)ICBM(大陸間弾道ミサイル)とSLBM(潜水艦発射弾道ミサイル)の弾頭数

合計は4,900発まで

(3)重ICBMは運搬手段154基、弾頭数1,540発まで

2.主な未合意点

(1)SDI(戦略防衛構想)との関係

(2)SLCMの取り扱い

(3)移動式ICBMの取り扱い

(4)ALCM(空中発射巡航ミサイル)の射程及び算定方法

(5)検証体制

　

　ブッシュ米新政権は発足以来、対ソ政策全般にわたる戦略的見直しを慎重に取り

進めてきたが、89年5月の米ソ外相会談(モスクワ)におけるSTART交渉の再開合意に

従い、6月よりジュネーヴにおいて新ラウンド(レーガン時代から数えて第11回目)が

開始された。開始早々、米側から検証問題に関し新たな提案が行われたが、米ソ両

国の残された主要対立点に変化は見られず、再開後の交渉にはなお困難が予想され

る。

　STARTと並行して行われている防御・宇宙交渉も89年6月に再開されたが、対弾道

ミサイル制限(ABM)条約の下で許容される活動等につき、依然として両者間の隔たり

は大きい。
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第4項　軍備管理・軍縮の促進

1.軍備管理・軍縮の現状

　

　この1年間、米ソ両国が新しい関係に入り、東西関係が大きく改善に向かう中で、

軍備管理・軍縮についても真剣な努力が継続された。

(1)米ソ間の軍備管理・軍縮

　米国とソ連との間の戦略核兵器削減交渉(START)は、89年後半以降の数次にわたる

外相会談を通じ大きく進展した。これは主としてソ連側が、従来主張してきた立場

(防御・宇宙交渉とのリンク、海洋発射巡航ミサイルの取扱い等)を順次変更したた

めである。90年6月の米ソ首脳会談では、これらの成果をまとめた基本合意文書が発

表された(別表参照)。ジュネーヴにおける両国代表団はこれをうけて90年中に条約

に署名することを目指して更に交渉を続けている。

 　なお、6月の米ソ首脳会談では、化学兵器の生産停止、保有化学兵器の大幅な削

減等を内容とする米ソ化学兵器廃棄協定が署名された。また、同会談においては米

ソ地下核実験制限条約及び平和目的核爆発条約(注) に関し、その検証方法を定めた

議定書が署名された。
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[別表]戦略兵器削減交渉(START)基本合意

1. 戦略核運搬手段:1600基・機までとする。

2. 戦略核弾頭:6000発までとする(海上・海中発射巡航ミサイル(SLCM)を除く)。

うちミサイル弾頭:4900発までとする(大陸間弾道ミサイル(ICBM)と潜水艦発射弾道
ミサイル(SLBM)の合計)。

3. 重ICBM:154基(運搬手段)、1540発(弾頭数)までとする。

4. 投射重量:ソ連のICBMとSLBMの合計の50%以下とする。

*5. 移動式ICBM弾頭:1100発までとする。

6. 未配備移動式ICBMの規制。

7. 空中発射巡航ミサイル(ALCM):射程距離600km以上を規制対象とする。

8. 通常型ALCMは規制対象外とする。

9. 核SLCM:880発までとする(毎年、5年間の配備最大数を宣言)。

*10. 近代化等の禁止。

11. 検証措置

*12. 統合査察機関等の設置。

13. 条約期限:15年(5年の延長も可能)。

*14. 削減タイムテーブル:7年、3段階(各段階、同レベルを達成)。

(注)*印は90年6月の米ソ首脳会談で合意されたもの。
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